
(57)【要約】

【課題】　定期的な油脂分の回収や洗浄作業の必要が無

く、かつ環境負荷を増大させることもないグリストラッ

プの浄化方法を提案する。

【解決手段】　既設のグリストラップ内に超音波発生装

置と、オゾン発生装置と連通された散気管を設置するこ

とで、気泡に含まれるオゾンガスが持つ酸化力により油

脂分等の有機物を酸化分解するとともに、超音波発生装

置により生じる振動波が接触効率を高め、分解効率を高

めるとともに、各分離室の底に沈降しがちな未分解物を

、散気管から上昇するガスによる汚水の対流と、超音波

発生装置から生じた振動波とにより、効果的に再分散さ

せることができ、未分解物の沈降を防止することができ

る。フィルターの詰まりも防止できる

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
グ リ ス ト ラ ッ プ 内 に 超 音 波 発 生 装 置 と 、 オ ゾ ン 発 生 装 置 と 連 通 さ れ た 散 気 管 を 設 置 し た こ
と を 特 徴 と す る グ リ ス ト ラ ッ プ の 浄 化 方 法
【 請 求 項 ２ 】
グ リ ス ト ラ ッ プ 内 の 底 部 に 超 音 波 発 生 装 置 と 、 オ ゾ ン 発 生 装 置 と 連 通 さ れ た 散 気 管 と を 近
接 し て 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る グ リ ス ト ラ ッ プ 浄 化 方 法
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 業 務 用 厨 房 等 か ら 排 出 さ れ る 排 水 中 に 含 ま れ る 油 脂 等 の 有 機 物 を 分 離 す る た め
に 設 置 さ れ て い る 既 設 の グ リ ス ト ラ ッ プ の 浄 化 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 飲 食 店 や レ ス ト ラ ン 等 の 厨 房 か ら 排 出 さ れ る 排 水 に は 、 残 飯 や 油 脂 分 が 多 量 に 含 ま れ て
い る 。 そ こ で 従 来 か ら 、 大 き な 残 飯 な ど の 濾 過 後 に も 排 水 中 に 残 存 す る 油 脂 分 は 、 堰 の よ
う な 装 置 を 潜 ら せ る こ と で そ の 比 重 差 を 利 用 し た 分 離 が 行 わ れ て い る 。 こ の 装 置 は 一 般 的
に グ リ ス ト ラ ッ プ と 呼 ば れ 、 業 務 用 に 広 く 利 用 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ２ ０ ３ ８ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の グ リ ス ト ラ ッ プ は 、 単 に 油 脂 分 を 堰 き 止 め 分 離 す る だ け な の で 、 一 定 期 間 毎 に 油
脂 分 を 回 収 し 廃 棄 す る 作 業 が 必 要 で あ る 。 ま た 油 脂 分 が 冷 却 さ れ グ リ ス ト ラ ッ プ 内 に 析 出
し て い る 場 合 に は 、 析 出 し た 油 脂 分 の 回 収 と 共 に 別 途 グ リ ス ト ラ ッ プ 内 部 の 洗 浄 が 必 要 に
な る 。 ま た 油 脂 分 の 析 出 を 防 止 す る た め 、 洗 剤 等 を 混 ぜ る な ど の 対 策 も 考 え ら れ る が 、 こ
の 場 合 に は 結 果 と し て 油 脂 分 が 回 収 さ れ ず 排 水 と し て 放 出 さ れ て し ま う た め 、 環 境 負 荷 が
増 大 し て し ま う と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 の よ う な 従 来 技 術 に 存 在 す る 問 題 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ る 。
そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 定 期 的 な 油 脂 分 の 回 収 や 洗 浄 作 業 の 必 要 が 無 く 、 か つ 環 境 負 荷
を 増 大 さ せ る こ と も な い グ リ ス ト ラ ッ プ の 浄 化 方 法 を 提 案 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 グ リ ス ト ラ ッ プ 内 に 超 音 波 発 生
装 置 と 、 オ ゾ ン 発 生 装 置 と 連 通 さ れ た 散 気 管 を 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る グ リ ス ト ラ ッ プ
の 浄 化 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 グ リ ス ト ラ ッ プ 内 の 底 部 に 超 音 波 発 生 装 置 と 、 オ ゾ ン 発 生 装
置 と 連 通 さ れ た 散 気 管 と を 近 接 し て 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る グ リ ス ト ラ ッ プ 浄 化 方 法 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 般 的 に グ リ ス ト ラ ッ プ は 、 厨 房 か ら 導 か れ る 汚 水 管 と 、 公 共 下 水 へ と 排 水 す る た め の
排 水 管 の 間 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま ず 、 厨 房 か ら 導 か れ る 汚 水 管 を 通 じ グ リ ス ト ラ ッ プ 内 へ 流 入 す る 汚 水 は 、 生 ゴ ミ 等 の
大 き な 異 物 等 が 濾 過 等 の 方 法 に よ り 分 離 除 去 さ れ る 。 ま た 、 こ こ ま で の 間 に 冷 却 さ れ て 析
出 し た 一 部 の 高 融 点 油 脂 分 も 同 時 に 分 離 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 般 的 に 既 設 の グ リ ス ト ラ ッ プ は 、 堰 に よ り 複 数 の 区 画 に 分 割 さ れ て お り 、 多 段 的 に 油
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脂 分 を 堰 き 止 め る こ と で 回 収 効 率 の 向 上 が 図 ら れ て い る 。 こ の よ う な 多 段 的 な 堰 の 配 置 は
、 本 発 明 の 効 果 を 高 め る た め に も 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 で は 、 堰 に よ っ て 区 画 さ れ た 各 分 離 室 に 、 そ れ ぞ れ オ ゾ ン 発 生 装 置 と 連 通 さ れ た
散 気 管 が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 般 的 に オ ゾ ン 発 生 装 置 は 、 空 気 中 で 電 気 放 電 等 を さ せ る こ と に よ り 酸 素 か ら オ ゾ ン を
発 生 さ せ 、 内 蔵 す る 送 風 機 に よ り 配 管 を 通 じ て オ ゾ ン を 放 出 す る も の で あ り 、 本 発 明 に お
い て は オ ゾ ン 発 生 装 置 で あ れ ば 、 そ の オ ゾ ン 発 生 方 式 を 問 わ ず 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 で は 、 堰 に よ っ て 区 画 さ れ た 各 分 離 室 に 設 置 さ れ た オ ゾ ン 発 生 装 置 と 連 通 さ れ た
散 気 管 か ら 各 分 離 室 に 、 オ ゾ ン ガ ス を 含 む 空 気 が 気 泡 と な っ て 吹 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 気 泡 に 含 ま れ る オ ゾ ン ガ ス は 、 そ れ 自 身 が 持 つ 酸 化 力 に よ り 油 脂 分 等 の 有 機 物 を 酸 化 分
解 す る こ と が で き 、 最 終 的 に は 二 酸 化 炭 素 ま で 分 解 す る こ と で 何 ら の 固 体 残 差 を 残 す こ と
な く 完 全 分 解 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 よ り 詳 し く は 、 油 脂 分 等 の 有 機 物 は 酸 化 さ れ る こ と に よ っ て 、 水 に 対 す る 溶 解 度 が 高 ま
り 、 よ り 酸 化 さ れ や す い 乳 化 状 態 を 経 て 、 最 終 的 に は 二 酸 化 炭 素 へ と 分 解 さ れ る 。 こ れ ら
の 反 応 は 、 界 面 反 応 で あ り 、 油 ／ 水 ／ ガ ス の 各 界 面 で の 溶 解 や 接 触 効 率 が 、 そ れ ら の 分 解
効 率 に 大 き く 影 響 す る 。 そ こ で 本 発 明 に お い て は 、 超 音 波 発 生 装 置 を 併 用 す る こ と で 、 以
下 の よ う に 接 触 効 率 を 高 め 、 最 終 的 な 分 解 効 率 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 酸 化 剤 で あ る オ ゾ ン に 着 目 す る と 、 こ れ ら は 散 気 管 か ら 気 体 状 で 汚 水 中 に 供 給 さ れ る 。
そ こ で 散 気 管 の ノ ズ ル を 小 さ く し て ガ ス の 気 泡 を 小 さ く す る こ と で 、 接 触 効 率 を 高 め る こ
と が で き る 。 し か し な が ら 、 散 気 管 の ノ ズ ル を 小 さ く し た 場 合 に は 、 オ ゾ ン 発 生 装 置 に 内
蔵 さ れ る 送 風 機 の 排 出 圧 力 を 高 め る 必 要 が あ り 、 さ ら に 散 気 管 の ノ ズ ル が 汚 水 中 の 異 物 に
よ り 詰 ま り や す く な る な ど の 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 、 被 酸 化 物 で あ る 油 脂 分 に 着 目 す る と 、 こ れ ら も 水 に 対 す る 溶 解 度 が 少 な い た め 、
接 触 効 率 を 高 め る た め に は 、 油 脂 の 粒 子 を 細 か く し て 接 触 効 率 を 高 め る こ と が 有 効 で あ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 で は 超 音 波 発 生 装 置 を 併 用 す る こ と で 、 こ れ ら の 問 題 点 の 全 て を 解 決 す る こ と が
で き る 。 つ ま り 超 音 波 発 生 装 置 か ら 生 じ た 振 動 波 は 、 油 脂 分 の 粒 子 を 細 か く す る 効 果 、 オ
ゾ ン ガ ス の 気 泡 を 小 さ く す る 効 果 、 散 気 管 の ノ ズ ル の 詰 ま り を 防 止 す る 効 果 の 全 て を を 兼
ね 備 え た い る た め 、 接 触 効 率 が 飛 躍 的 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 本 発 明 に お い て は 、 グ リ ス ト ラ ッ プ 内 の 底 部 に 超 音 波 発 生 装 置
と 、 オ ゾ ン 発 生 装 置 と 連 通 さ れ た 散 気 管 と を 近 接 し て 設 置 し て い る の で 、 各 分 離 室 の 底 に
沈 降 し が ち な 未 分 解 物 を 、 散 気 管 か ら 上 昇 す る ガ ス に よ る 汚 水 の 対 流 と 、 超 音 波 発 生 装 置
か ら 生 じ た 振 動 波 と に よ り 、 効 果 的 に 再 分 散 さ せ る こ と が で き 、 未 分 解 物 の 沈 降 を 防 止 す
る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の グ リ ス ト ラ ッ プ で は 、 従 来 の グ リ ス ト ラ ッ プ に お い て は 不 可 欠 で あ っ た 定 期 的
な 油 脂 分 の 回 収 や 洗 浄 作 業 が 不 要 と な る だ け で な く 、 環 境 負 荷 を 増 大 さ せ る こ と も 無 く グ
リ ス ト ラ ッ プ を 浄 化 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 以 下 に こ の 発 明 を 具 体 化 し た 一 実 施 形 態 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 を 実 施 し た グ リ ス ト ラ ッ プ が 図 示 さ れ て い る 。
　 一 般 的 に グ リ ス ト ラ ッ プ ９ は 、 厨 房 か ら 導 か れ る 汚 水 管 ４ と 、 公 共 下 水 へ と 排 水 す る た
め の 排 水 管 ６ の 間 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま ず 、 厨 房 か ら 導 か れ る 汚 水 管 ４ を 通 じ グ リ ス ト ラ ッ プ 内 へ 流 入 す る 汚 水 は 、 生 ゴ ミ 等
の 大 き な 異 物 等 が 生 ゴ ミ 濾 過 器 ５ に よ り 分 離 除 去 さ れ る 。 ま た 、 こ こ ま で の 間 に 冷 却 さ れ
て 析 出 し た 一 部 の 高 融 点 油 脂 分 も 同 時 に 分 離 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 グ リ ス ト ラ ッ プ は 、 堰 ３ に よ り 複 数 の 区 画 に 分 割 さ れ て お り 、 多 段 的 に 油 脂 分 を 堰 き 止
め る こ と で 回 収 効 率 の 向 上 が 図 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 例 で は 、 堰 ３ に よ っ て ３ つ に 区 画 さ れ た 各 分 離 室 に 、 そ れ ぞ れ オ ゾ ン 発 生 装 置 と
連 通 さ れ た 散 気 管 ２ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 オ ゾ ン 発 生 装 置 １ は 、 空 気 中 で 電 気 放 電 さ せ る こ と に よ り 酸 素 か ら オ ゾ ン を 発 生 さ せ 、
図 示 し な い 内 蔵 す る 送 風 機 に よ り 配 管 を 通 じ て オ ゾ ン を 放 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 例 で は 、 堰 に よ っ て ３ つ に 区 画 さ れ た 各 分 離 室 （ 分 離 室 Ａ ， 分 離 室 Ｂ ， 分 離 室 Ｃ
） に 設 置 さ れ た オ ゾ ン 発 生 装 置 と 連 通 さ れ た 散 気 管 ２ か ら 各 分 離 室 に 、 オ ゾ ン ガ ス を 含 む
空 気 が 気 泡 と な っ て 吹 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 気 泡 に 含 ま れ る オ ゾ ン ガ ス は 、 そ れ 自 身 が 持 つ 酸 化 力 に よ り 油 脂 分 等 の 有 機 物 を 酸 化 分
解 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 例 に お い て は 、 グ リ ス ト ラ ッ プ 内 の 底 部 に 超 音 波 発 生 装 置 ８ と 、 オ ゾ ン 発 生 装 置
と 連 通 さ れ た 散 気 管 と を 近 接 し て 設 置 し て い る の で 、 超 音 波 発 生 装 置 に よ り 生 じ る 振 動 波
が 接 触 効 率 を 高 め 、 分 解 効 率 を 高 め る と と も に 、 各 分 離 室 の 底 に 沈 降 し が ち な 未 分 解 物 を
、 散 気 管 か ら 上 昇 す る ガ ス に よ る 汚 水 の 対 流 と 、 超 音 波 発 生 装 置 か ら 生 じ た 振 動 波 と に よ
り 、 効 果 的 に 再 分 散 さ せ る こ と が で き 、 未 分 解 物 の 沈 降 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 既 設 の グ リ ス ト ラ ッ プ で は 、 排 水 管 の 入 口 等 に フ ィ ル タ ー が 設 置 さ れ て い る 場 合 が あ る
。 こ れ は 、 未 分 解 有 機 物 の 排 水 へ の 流 出 防 止 を 目 的 と し て い る 。 本 発 明 に お い て は 有 機 物
の 分 解 率 が 高 い た め 、 未 分 解 の 有 機 物 は ほ と ん ど 生 じ な い が 、 酸 化 分 解 不 可 能 な 無 機 物 等
が 生 ゴ ミ 濾 過 器 を す り 抜 け 、 フ ィ ル タ ー を 詰 ま ら せ る こ と も 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、
本 発 明 に お い て は 、 超 音 波 発 生 装 置 か ら 生 じ た 振 動 波 に よ り フ ィ ル タ ー に 詰 ま っ た 異 物 を
除 去 す る こ と が で き 、 よ り 安 定 的 な 浄 化 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 本 考 案 に お い て は 、 超 音 波 発 生 装 置 、 オ ゾ ン 発 生 装 置 お よ び 散 気 管 等 を 次 の よ う
に 変 更 し て 構 成 す る こ と も で き る 。
・ オ ゾ ン 発 生 装 置 を グ リ ス ト ラ ッ プ 内 に 設 置 す る こ と
・ 超 音 波 発 生 装 置 を グ リ ス ト ラ ッ プ 外 に 設 置 し 、 液 送 ポ ン プ に よ り 汚 水 を 循 環 さ せ る こ と
に よ り 同 様 な 効 果 を 得 る こ と
・ 堰 で 隔 て ら れ た 分 離 室 の 全 て に 散 気 管 と 超 音 波 発 生 装 置 を 設 け て 、 分 解 率 を 向 上 さ せ る
こ と
・ 堰 で 隔 て ら れ た 分 離 室 の 少 な く と も 一 つ に 散 気 管 ま た は 超 音 波 発 生 装 置 を 設 け ず に コ ン
パ ク ト な 設 備 と す る こ と
・ 堰 で 隔 て ら れ た 分 離 室 の 少 な く と も 一 つ に お い て 、 水 蒸 気 を 吹 き 込 む な ど の 手 段 に よ り
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汚 水 を 加 熱 す る こ と で 分 解 率 を 向 上 さ せ る こ と
・ 堰 で 隔 て ら れ た 分 離 室 の 少 な く と も 一 つ に お い て 、 界 面 活 性 剤 等 の 接 触 効 率 を 改 善 さ せ
う る 薬 剤 を 投 入 す る こ と で 分 解 率 を 向 上 さ せ る こ と
・ 発 生 し た オ ゾ ン ガ ス を 堰 で 隔 て ら れ た 分 離 室 の 少 な く と も 一 つ へ 再 度 送 気 す る こ と に よ
り 、 分 解 率 を 向 上 さ せ る こ と
・ 堰 で 隔 て ら れ た 分 離 室 の 少 な く と も 一 つ に 撹 拌 装 置 を 設 置 す る こ と で 分 解 率 を 向 上 さ せ
る こ と
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 定 期 的 な 油 脂 分 の 回 収 や 洗 浄 作 業 の 必 要 が 無 く 、 か つ 環 境 負 荷 を 増 大 さ せ る こ と も な く
グ リ ス ト ラ ッ プ を 浄 化 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 一 実 施 形 態 を 表 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 　 １ 　 　 　 オ ゾ ン 発 生 装 置

　 　 　 ２ 　 　 　 散 気 管

　 　 　 ３ 　 　 　 堰

　 　 　 ４ 　 　 　 汚 水 管

　 　 　 ５ 　 　 　 生 ゴ ミ 濾 過 器

　 　 　 ６ 　 　 　 排 水 管

　 　 　 ７ 　 　 　 フ ィ ル タ ー

　 　 　 ８ 　 　 　 超 音 波 発 生 装 置

　 　 　 ９ 　 　 　 グ リ ス ト ラ ッ プ
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【 図 １ 】
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